
まち・ひと・しごとの創生に向けた環境省のアプローチ
～ 循環共生型の地域づくりの実現による地域経済循環の拡大 ～

森・里・川・海

ひとづくり・プランづくり・制度づくり

地域での取組を具現化するプランづくり プランの実行主体である「ひと」づくり

互いの強みを活かし補完し合う、循環共生型の地域づくり

拠点都市

①エネルギーの高効率利用
②良好な都市環境の創出
③都市の持続可能性を向上

①自立分散型ｴﾈﾙｷﾞｰによる地域経済循環拡大
②自然生態系の危機に適切に対応

地域循環共生圏

◆⾃然資源・⽣態系サービス

◆資⾦・⼈材

・地域ごとの「低炭素・循環・自然共生」プランの形成

・森・里・川・海の連環確保による安全で豊かな地域づくり

・地域での取組の核となる人材育成
・国連「ＥＳＤの10年」後の環境教育

自然環境がもたらす生態系サービスの対価を支払える仕組みづくり

循環共生型の地域づくりの実現に向けた環境省のアプローチ

・生態系サービスから受益する国民が広く薄く負担する仕組みを創設し、森林や里地里山等の自然環境の維持・回復を推進。 1



周辺市町村（里地・里山・里海）でのアプローチ ①

地域内総生産の約１割に相当する金額が、電気や重油の購入等の代金として地域外、
ひいては海外に流出（原燃料輸入は34兆円）。

地域の再生可能資源を活用した自立分散型エネルギーシステムの構築により
燃料費の流出を抑えるとともに、地域における新たなしごと（雇用）を創出し、
地域経済循環を拡大。

○里地・里山・里海エネルギーの活用
・風力発電
・木質バイオマス
・バイオガス（畜産廃棄物・食品廃棄物等）
・洋上風力・潮流発電等

○離島の低炭素化
・離島のエネルギー自立
・マイクログリッド

○制度の活用
・クレジットを活用した地域内外経済循環
・環境に優しい風力発電

○ひとづくり・プランづくり
・地域ごとの「低炭素・循環・自然共生」プランの形成

アプローチ①

施策例

風力発電

バイオマスの
熱利用

小水力
発電

コンパクト化
低炭素交通

地産
地消

視察
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

近隣のまち
との交流

温泉熱利用

地域資源の活用等による
地域経済循環のイメージ

地域金融機関

廃棄物発電

ひとづくり

2



地域経済循環の図式例

3



周辺市町村（里地・里山・里海）でのアプローチ ②

人口減による利用・管理の縮小、森・里・川・海のつながりの分断等により、地域の
生活を支えてきた里地里山里海や美しい観光資源が失われつつある。

地域の生活インフラであり、かつ、地域の観光資源でもある自然生態系の危
機に適切に対応し、暮らしの安心の確保や観光振興等を図る。

○新たな地方の課題への対応
・鳥獣（シカ、イノシシ等）被害対策
・漂流漂着ゴミ対策

○地域の環境資源の保全・活用
・国立公園や世界遺産を活用した

地域活性化
・豊かさを実感できる海の再生

○制度の活用
・改正鳥獣法の適切な施行

○ひとづくり・プランづくり
・森・里・川・海の連環確保による安全で豊かな地域づくり

アプローチ②

施策例

※増沢武弘氏撮影 ※鵜飼一博氏撮影

1979年 2009年

高山帯のお花畑の消失（南アルプス国立公園 塩見岳）

漂流漂着ごみ

4



・鳥獣保護法に基づく都道府県の計画による個体群管理の支援
・人材育成や計画作成のためのガイドラインの作成等

シカ・イノシシの個体数を10年後までに半減させる「抜本的な
鳥獣捕獲強化対策」を発表（H25.12 環境省・農林水産省）

鳥獣管理の強化による農林業等の生活基盤の強化、地域活性化

(万人） 狩猟者数の推移

47

28 23
13 7

5
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8 12
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40
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S45 S55 H2 H12 H22

60歳以上

60歳未満

鳥獣保護法の改正により指定管理鳥獣捕獲等事業を創設

○集中的かつ広域的に管理を図る必要があるとして、環境
大臣が定めた鳥獣（指定管理鳥獣）について、都道府県又は
国が捕獲等をする事業を実施
○指定管理鳥獣は、ニホンジカ及びイノシシを想定

・ニホンジカ等による生態系・農林水産業被害が深刻化

・狩猟者の減少・高齢化による鳥獣捕獲の担い手不足

＜新規＞平成27年度指定管理鳥獣捕獲等事業 等
指定管理鳥獣捕獲等事業を実施する都道府県に対し、事業費の１／２以内を交付し、都道府県による
捕獲を強力に支援すること等により鳥獣管理の強化を図る。

現状・課題 これまでの対応

今後の対応

鳥獣の管理の推進により、農林業被害（年間２３０億円）等の防止・生態系の保全を図り、中山間地域
の農林業等の生活基盤を強化し、地域活性化につなげる。

高山帯のお花畑の消失（南アルプス国立公園 塩見岳）

1979年 2009年
※鵜飼一博氏撮影※増沢武弘氏撮影
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海洋ごみ対策を通じた、観光、漁業の活性化

 海岸漂着物処理推進法が成立（平成21
年７月）

 海岸漂着物地域対策推進事業を実施
◎ 平成21～24年度（地域グリーンニュー

ディール基金）
・約60億円（平成21年度補正）

◎ 平成25～26年度（地域環境保全
対策費補助金）

・約100億円（平成24年度補正）

平成26年度までの対応

海洋ごみは近隣諸国も含め様々な地域から全国の沿岸地域に漂流・漂着し、海洋環境、沿岸居住環境、船舶

航行、観光・漁業に悪影響を及ぼしている。

長崎県
対馬市

現状・課題

全国沿岸都道府県にて
実施し、平成25年度回収
実績は34,758ｔ
・漂着ごみ対策の継続

・新たに漂流・海底ごみ
対策を追加

地方の要望

○地方公共団体が実施する下記事業に対し、
補助金を交付し支援。
・地域計画策定・改定に係る事業
・海岸漂着物等及び漂流・海底ごみの回収・
処理に係る事業

・発生抑制対策に係る事業

今後の対応

海ごみ削減に係る総合的施策を支援（平成27年度予算要求）
○ 地域特有の課題（漂着ごみ、漂流

ごみ、発生抑制対策等）に即した地
域課題の解決を推進。

○ 総合的な海ごみ対策により、観光、
漁業の活性化を図り、安全で美しい
地域を次世代に引き継ぐ。

○ 地域における雇用の確保・創出 6



①未利用・再生可能エネルギー等の活用により都市の価値を向上し、新たな活力創出
②まちのコンパクト化、交通の低炭素化等により良好な都市環境を創出し、豊かな暮らしを実現
③老朽化した廃棄物処理施設等の整備により都市の持続可能性を向上し、暮らしの安心を確保

拠点都市でのアプローチ

アプローチ

ｺﾐｭﾆﾃｨｻｲｸ
ﾙ・ﾊﾞｽ

リサイクル

自然共生

廃熱利
用

近隣農山村
での自然学習

HEMS

工場低炭素化

都市緑化

廃棄物
発電

BEMS

物流の
低炭素化

職住
近接

拠点都市として生き残っていくためには、都市としての魅力・環境性能・快適さの向上により機能
の集積を図ることが必要。

施策例

①都市の価値向上
・廃棄物処理の過程で創出されるｴﾈﾙｷﾞｰの利用
・地熱・地中熱等の利用
・防災拠点等への再エネ導入

②良好な都市環境の創出
・モーダルシフト・輸送効率化
・ヒートアイランド対策

③都市の持続可能性の向上
・廃棄物処理施設の更新と防災機能の強化

○それらを支えるひとづくり・プランづくり
・自治体・事業者・金融機関等と連携した取組
・地域ごとの「低炭素・循環・自然共生」プラン
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ダイオキシン対策により整備した施設の多くが老
朽化（全国1,188施設のうち築20年超：461施設、
築30年超：130施設、築40年超：2施設）し、地域に
おけるごみ処理能力の不足、事故リスク増大の恐
れ

 廃棄物処理施設は地域の生活基盤を支えるための根幹的なインフラ。市町村が行う廃棄物処理施設の整備を支援
⇒  地域におけるごみ処理能力の確保、ダイオキシン類排出量の大幅な削減やリサイクル率の向上などに貢献
 先進的なごみ焼却施設（高効率ごみ発電施設）の整備に対し重点的に支援
⇒ 焼却処理に伴い生じるエネルギーを回収し、足湯、温水プール等で利用することで、隣接地域の活性化に貢献

 老朽化した廃棄物処理施設の適切な更新を行う一方、施設の改良・改造による長寿命化を図ることで、ごみ処理能力の不足
や、事故リスク増大の恐れを解消し、地域における安全・安心を確保。

 人口減少社会に対応した廃棄物処理システムを構築するため、廃棄物処理施設の広域化・集約化をより推進することで、廃
棄物処理の効率化を図る。

 市町村の自主性と創意工夫を活かした地域計画に基づいて、廃棄物処理施設を中心とした自立・分散型エネルギーセンター
を構築する取組みなどを支援。隣接施設にとどまらず公共施設への熱供給等を行うことで、いわゆる「迷惑施設」から、地域
のエネルギーセンターとしての役割も期待。将来的には電気・熱供給事業として展開することで地域経済の発展に貢献。

 また、今後想定される首都直下地震、南海トラフ巨大地震に備え、災害時においても施設の処理能力を確保し、地域におけ
るエネルギーセンターとしての機能を持たせることで、防災拠点として整備。

廃棄物エネルギーの自家消費

これまでの施策と効果

今後の方針
地域における根幹的なインフラとしての役割の拡充

隣接施設でのエネルギー活用

新たに公共施設への
エネルギー供給

時代に合った廃棄物処理施設の整備

エネルギー供給先
の拡充

エネルギー供給先
の拡充
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浄化槽

生活排水

放流

浄化槽の整備による人口減少社会に対応した汚水処理システムの構築

人口規模
（万人）

100
超

50～
100 30～50 10～30 5～10 5未満

未普及率 0.5% 6.9% 8.0% 12.0% 17.5% 24.4%

浄化槽整
備人口率

0.3% 5.6% 7.4% 9.5% 14.7% 18.3%

 水をきれいにして、地域の水環境を保全し、生活の質の向上に寄与

 人口密度の低い地域で経済的かつ早期に整備できるため、今後の人口減
少社会にも適応

 分散処理のため、地震等の災害に強い（東日本大震災での全損率：3.8％）

浄化槽の特長

 汚水処理未普及人口は1,400万人であり、中山間地域に多い
⇒中山間地域を中心に未普及の早期解消が必要

 合併処理浄化槽に対し、8倍の汚濁負荷がある単独処理槽が相当数
（約450万基）現存 ⇒合併処理槽への早急な転換が必要

現状

 循環型社会形成推進交付金（浄化槽に対する国庫補助制度）による整備推進

 ３省（国交省、農水省、環境省）が連携し、都道府県単位で汚水処理施設整備の構想について見直しを行う際のマニュアルを作成。これに基づ
く、自治体による汚水処理施設整備計画の策定促進

 自治体による浄化槽台帳システムの整備促進

対策

• 中山間地域など、人口密度が低い地域において経済的かつ早期に整備できる浄化槽を計画的に整備し、汚水処理未普
及が解消されることで、あらゆる地域で快適な暮らしを実現。

• 汚水処理による地域の水環境の保全を通じ、農林水産業や観光業を振興し、地域を活性化。
• 浄化槽は各家庭に設置して個別分散処理を行うため、災害が発生しても、応急的に地域で稼働している浄化槽を活用

するといったしなやかな対応が可能。

• 中山間地域など、人口密度が低い地域において経済的かつ早期に整備できる浄化槽を計画的に整備し、汚水処理未普
及が解消されることで、あらゆる地域で快適な暮らしを実現。

• 汚水処理による地域の水環境の保全を通じ、農林水産業や観光業を振興し、地域を活性化。
• 浄化槽は各家庭に設置して個別分散処理を行うため、災害が発生しても、応急的に地域で稼働している浄化槽を活用

するといったしなやかな対応が可能。

上記の施策を推進して以下のような人口減少社会に適応した社会を実現する。

図：汚水処理施設整備の経済性

表：人口規模と汚水処理普及状況（平成25年度末）

図：浄化槽のイメージ
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支出面
（需要の拡大）

分配面
（所得の拡大）

地域経済循環のメカニズム（現状課題分析の例：水俣）【対策前】

10

生産面
（生産及び販売の拡大）

第３次産業：615億円
医療福祉系が強い。エネル
ギー部門は0.4億円。

第２次産業：449億円、うちチッ
ソ（ＪＮＣ）が248億円

第１次産業：25億円
柑橘・茶等で一部環境ブラ
ンド化

資本所得等（配当・内部留保、
間接税等）： 488億円

労働所得（賃金・給与）：600億
円（医療福祉産業107億円、
チッソ/JNC106億円）

供給サイド 需要サイド

県下最低水準の預貸率

域外への所得の流出
（外部への配当支払い等） ￥

域外への投資の流出
（国債購入等）

投資案件が未発掘

￥

￥

視点１

金融機関
預貸率2～3割

視点２

消費：795億円（中心市街地の売り
上げ10年で50億円減）

域際収支：エネルギー収支は86億
円赤字。ただし、全体としては
96億円黒字。

投資：197億円（公共49億円、民
間148億円）

視点４

視点３

視点５

地域の課題
－何が問題か－

拡散型市街地・自
動車依存

化石燃料依存

エネルギー代金の域外支払い
約86億円（ＧＲＰ８％相当：日本の
平均値）

域外へ消費の流出
（休日の買物の半分）

「平成23年度水俣市環境まちづくり概要報告書」（平成24年3月水俣市、環境省補助事業）より環境省作成

水俣市総生産1,088億円（05年）

￥

チッソ依存と新事業不足 新規雇用先不足 巨額なエネルギー移入

視点１：域外から稼げる競争力の高い産業は何か
視点２：域内に所得が分配されているか
視点３：住民の所得が域内で消費されているか
視点４：エネルギー代金が域外に流出していないか
視点５：住民の預金が域内に再投資されているか

問題点１：強みのある産業が十分に活用できていない
問題点２：域内の人材（女性・高齢者等）が十分に活用できていない

外部資本への依存による資本所得の流出
問題点３：郊外店へ消費流出による中心市街地の空洞化
問題点４：化石燃料への依存によるエネルギー代金の流出
問題点５：投資案件が未発掘で域外へ投資が流出



支出面
（需要の拡大）

分配面
（所得の拡大）

地域経済循環の改善の視点からの低炭素政策の例【対策中】
～水俣市：水俣病特措法に基づく平成22年以降の取組（数年先を含む。）による効果～
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生産面
（生産及び販売の拡大）

第３次産業：企業連携による再
エネ生産の拡大【8.4億円】、
観光関連産業の生産拡大
【1.9億円】

第２次産業：環境金融を活用し
た省エネ・再エネ設備導入に
よる生産性の向上
【0.7億円】

第１次産業：
バイオマス発電所の設置に
よる林業生産の拡大

資本所得（配当・内部留保）：
再エネ会社設立、市民ファ
ンドによる資本所得の増加
【5.9億円】

労働所得（賃金・給与）：バイ
オマス発電所、林業による
雇用所得の拡大【発電所
1.2億円＋林業他
1.6億円】

供給サイド 需要サイド

視点１

金融機関

視点２

消費：観光消費額増【3.6億円】

域際収支：エネルギー移入の削減、
東京丸の内への再エネ販売
【8.4億円】

投資：再エネ・省エネ・公共交通
投資による地域内投資の拡大
【約80億円（地域に帰属する
付加価値は一部）】

視点４

視点３

視点５

炭素集約度の改善
(再エネ導入）

• バイオマス（6.5Ｍ）、メガソーラー
（11Ｍ）等の導入
• 環境金融（同右）

低炭素政策

エネルギー効率の向上
(省エネの促進）

• 環境金融制度創設（利子補給＋
信用保証料補填）
• エネルギーマップの作成

活動量の適正化
（コンパクトシティ・公共交通）

• 公共交通利用促進（観光列車導入、
低炭素旅行商品開発）
• 集約拠点施設（駅等）の環境改修

水俣市総生産1,088億円（05年） これまでの施策によって、総生
産を継続的に1％程度押し上げ
る効果を発揮する可能性。低炭
素化を進めることで、将来的に
は100億円超の大きな効果が期
待される。

観光列車「おれんじ食堂」（H25.3導入）

域外への消費の流出（休日
の半分）→改善

環境金融により再
投資拡大

ＣＯ2排出量 炭素集約度 活動量エネルギー消費原単位＝ × ×

環境省、熊本県、水
俣市資料から環境
省作成

例示している政策については、「環境
首都水俣創造事業」（環境省）を活用
したものを中心に記載

企業連携と環境金融 再エネ雇用と市民ファンド 再エネ移出と公共交通

エネルギー代金域外支払額
86億円→改善

国債等域外への投資の流出
（預貸率2割）→改善

【推定対策効果額】
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